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大震災から１年、私たちは決して忘れません 
 東日本大震災から１年経ちました。巨大地震と大津波そして原発事故が重なり、多数の尊い 
命が失われ、被災地は未だ荒廃したままで復旧復興には長期間を要するものと思われます。 
 最近、一部の地震学者により M７程度の首都直下型地震が数年以内に高い確率で起きるとの 
予測が公表されました。私たちは予測に過剰反応することなく、しかし被害をどう減らすかと 
いう「減災」に軸足を置いて冷静に対応したいと思います。 
 

 九品仏自治会では、この１年間に地域の防災対策として、昨年１０月に九品仏小学校におい 
て避難所の開設訓練を実施しました。そして今年３月には近隣の町会と合同で八幡中学校を避 
難所とするためのスタッフ訓練を行いました。また九品仏小学校に防災備蓄倉庫を１棟増設し、

防災関連の備蓄品の在庫を増やすとともに、「自治会だより」に防災知識に関するシリーズを 
連載して皆様のお役に立つ情報をお届けしています。 
 

 大災害の発生直後は一時的に行政機能等が麻痺することも想定されます。私たちは日頃から 
地域の絆を一層深めるとともに、一人ひとりの自助防災力を高めることが求められます。 
 そして地元自治会等が中心になって、地域の自主防災組織を早期に立ち上げることが喫緊の 
課題であると認識し、これからもその体制づくりに取組んで参りたいと思います。 
                                    理 事 会    

 カレンダー 平成 24 年度 定時総会 
 ３月  

   23(金) 九品仏小、八幡小卒業式  4 月 21 日（土）午後 1 時 30 分（受付 1 時より）
  27(火) 防災部会  会場 九品仏地区会館 地階 
  28(水) 九品仏小避難所運営小委員会  

 議事・平成 23 年度事業報告・決算の件   30(金) いきいき九品仏の会 
   ・平成 24 年度事業計画・予算の件  ４月 
   ・自治会会則改定の件     2(月) 会計監査、定例打合せ会 

   ・理事補充承認の件、その他      6(金) 九品仏小、八幡小入学式 

   6(金)～15(日) 春の交通安全運動   議事終了後、参加者の交流時間を設けます 
   7(土) 三和会お花見会 

   9(月) 八幡中入学式 

  10(火) ふれあい会「砧公園でお花見」
 ふれあい会「砧公園でお花見」       定例理事会 
 

  21(土) 自治会定時総会 
〔日 時〕4 月１0 日（火）午前１0 時 40 分 

     九品仏地区会館前（交番裏）に集合。

〔参加費〕5００円（お弁当代） 

     お当番の皆様に   交通費・飲物・敷物は各自ご負担願います。

  参加ご希望の方は必ずお申込みください。 年度末を迎え、お当番の交代するところが
〔申込み先〕氷見（ひみ） ℡370１-7877 多いと思います。23 年度のお当番の皆様 
〔締め切り〕4 月 3 日（火） 1 年間ご協力ありがとうございました。 
  なお、雨天の場合は地区会館にて親睦を深め新お当番の皆様、1 年間ご協力をよろしく
  ましょう。 お願いします。 

   裏面あり 「３月の行事の写真」「NEW 防災あれこれ」

http://setagaya-chousouren.org/


 
 
 

 

 

 

 
前回は主に収納家具自体の移動転倒を防ぐ具体的な方法を説明しましたが、今回はその続きと、 

収納物とびだし対策についてです。 

（2）家具の継ぎ目の補強 

大きな家具は、運搬する時に楽なように上下が分けられるようになっているものがあります。 

据付け後に外れないように中でネジなどで固定しているものは問題ないのですが、重ね目を「だぼ」と呼ば 

れる棒でズレ止めしているタイプは、揺れで外れる場合があり危険です。 

意外な盲点で、対策は、背面とか内側等目立たないところで金具とかネジでつないで補強する事です。 

家具によって、背面等に桟がある場合は、「専用の金具」があります。 

2.収納物の飛び出し散乱対策 

（1）戸が開かないようにする。 

移動転倒の心配のない作り付け、固定家具でも安心はできないのがこの問題です。たとえば、作り付けの 

食器棚、システムキッチンのように本体は動かなくても、中身が散乱して、ケガや避難通路をふさぐ原因に 

なります。普通、開き戸にはマグネットやスプリングを使った簡易ロック装置がついていますが、収納物の 

移動の衝撃で開いてしまいます。最近では衝撃に反応する「自動ロック金具」もありますので対策に 

使えます。見映えは悪いですが、簡単な方法は「かんぬき式の金具」の取り付けによる補強です。 

日本古来の引き違い戸では、問題が少ないことが確かめられていますが、戸にガラスを使ったものは 

どちらの方式でも、別途フィルムを貼るなどガラスの破損飛散防止対策も必要です。 

※対策をとる場合はホームセンター等の専門知識のある人に相談することをお勧めします。 

 次回は器具類の落下飛来と重量家具の対策の予定です。（伊藤） 

 

三校合同音楽会 ふれあい会 和風寄せ植え 

八幡中学避難所開設のスタッフ訓練

NEW 知ってお得な防災あれこれ ―災害時に生きのびるためにー４


